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学校支援の充実         

組織のスリム化からはじめる持続可能なＰＴＡ活動  

～無理なくできる・皆で支え合うＰＴＡ活動を通して～  

北名古屋市立西春中学校ＰＴＡ  

１  はじめに  

  西春中学校は、北名古屋市の中心に  

位置し、昭和２２年に創立された今年  

度７９年目を迎える伝統ある学校であ  

る。   

全校生徒 303 名、学級数１１（特別   

支援学級２含）の中規模校であり、「誠  

実・勤勉・思いやり・感謝」の校訓のも  

と、心身ともに調和のとれた人格形成  

を図り、社会をたくましく生き抜く力    

を育むとともに、ふるさと北名古屋の  

文化・風土に誇りをもち、社会に貢献  

できる生徒の育成を目指している。  

  校舎は、環境省の「エコ改修・環境    

教育モデル事業」として、平成１７年   

度からエコ改修工事が進められた。室  

内の木質化や太陽光パネル、自然換気  

システムが導入され、生徒が学ぶ校舎  

内は木材に囲まれた潤いのある学習環  

境に整えられている。  

 

２  研究への取組  

（１）  本校のＰＴＡ組織  

本校のＰＴＡ組織は『役員執    

行委員会』と『学年委員会』で    

組織されている。  

（２）  研究のねらい  

近年、共働き世帯の増加やラ  

イフスタイルの多様化により、  

保護者のＰＴＡ活動への参加が難しくなってきている。そう  

した中で、ＰＴＡ活動の在り方も見直されつつあり、本校で  

は、ＰＴＡ活動を単なる保護者の義務とせず、「無理なくでき  

る・皆で支え合うＰＴＡ活動」の合言葉のもと、組織のスリム  

化からはじめる持続可能なＰＴＡ活動を目指すことで、学校  

支援を積極的に進めることとした。  

【西春中学校校舎】  

本校ＰＴＡ

役員執行委員会

７名

学年委員会

各学年５-８名

【潤いのある学習環境】  

【本校ＰＴＡ組織】  
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「無理なくできる・皆で支え合う

ＰＴＡ活動」を合言葉に

時代の変化、学校の変化に合わせた

ＰＴＡ組織のスリム化が必要

「不易と流行」を大切にした持続可能な

ＰＴＡ活動の見直しが必要

これらの課題や不安の解決に向けて  

（ＰＴＡ委員へのアンケート結果から） 

ＰＴＡ組織

役員執行
委員会

学年委員会 研修委員会
エコ環境
委員会

学年委員 地区委員

ＰＴＡ組織

役員執行委員会 学年委員会

学校支援を積極的に進める上でのＰＴＡ活動の課題や委員の不安   

 

 

 

 

 

 

 

 

３  実践活動の概要  

（１）  ＰＴＡ組織のスリム化  

 コンパクトで運営しやすいＰＴＡ組織とするために、次の  

３点の見直しに取り組んだ。  

①  ＰＴＡ学級委員の選出数と選出方法の見直し  

②  ＰＴＡ地区委員の見直し  

③  専門委員会の見直し  

【従来】                              【見直し】  

                  

 

  

 

 

【従来】  

・ＰＴＡ学級委員として、各学

級２名を必ず選出  

・始業式後、担任が保護者に電

話をして依頼  

 

【見直し】  

・学級の枠を取り外し、学年委

員として５名程度を選出  

・Ｗｅｂアンケー トシステム

を活用した立候補制  

 

【従来】  

・学区を６地区に分け、約１３名

のＰＴＡ地区委員を３年生から

選出  

 

【見直し】  

・ＰＴＡ地区委員の廃止  

 

組織のスリム化からはじめる持続可能なＰＴＡ活動を目指し、  

学校支援を積極的に進める。 

学級数は減少傾向にあ
る中で、ＰＴＡ組織は
従前のままである。

欠席が多いと他のＰＴ
Ａ委員に申し訳ない

仕事や家庭の都合で、
ＰＴＡ活動に参加でき
ない時があるけど大丈
夫か。

登校指導や挨拶当番な
ど、ＰＴＡ委員だから
参加しなければいけな
いことが増えそう。
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（２）  持続可能なＰＴＡ活動  

    「不易と流行」を念頭に置き、継続すべき活動は今以上に充  

実させ、変化が必要な活動は大胆に変化させ、新しく必要な活  

動は積極的に導入した。  

①  親子あいさつ運動（充実） 

      この日の朝は、いつも以    

上に大きな挨拶が昇降口に   

響き渡る。少し照れた表情  

を浮かべる中学生の我が子  

と並びながら挨拶を交わす  

親子の光景はあたたかく、  

本校ＰＴＡ活動の伝統とな  

っている。     

    ②  引き渡し下校訓練（導入） 

   令和５年度末のＰＴＡ委  

員との意見交換の場におい   

て、「災害は、子どもが在校  

中に起きることもある。そ  

のとき学校・子ども・家庭が  

混乱しないような防災訓練  

をしたほうがよい」という  

意見があり、令和６年度に  

実施した。  

③  学校運営協議会との連携（充実）  

本校の学校運営協議会  

は、学校の教育目標やニー  

ズに合せて柔軟に活動する  

ため、一定数のＰＴＡ委員  

が学校運営協議会の委員も  

兼任し、お互いの強みを生  

かして生徒の学びを支えて  

いる。  

その一つに「職業人に学ぶ   

会」がある。生徒の事前調査    

から関心が高かった、美容師  

や弁護士をはじめ、１０名の講師を人選し、生徒のキャリア

教育の充実につなげた。  

④  行事での受付支援の見直し（変化）  

以前は、「毎年恒例だから」という理由で、体育大会や卒  

業式などの学校行事の受付支援を行っていた。しかし、「Ｐ

【親子あいさつ運動の様子】  

【職業人の話を聞く会  

「建築家ブース」の様子】 

【引き渡し下校訓練の様子】  
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ＴＡ委員で役割があるから、我が子の姿をゆっくり参観でき

ない」という委員の声もあり、受付支援体制の見直しを行っ

た。「帰り際の１０分だけ時間があったから受付を手伝う」

「先生が大変そうだったから５分だけ手伝う」など、あらか

じめ役割や担当は設けずに、その時々の状況に応じ、できる

人ができるときに、無理なく学校を支えることができる支援

体制とした。  

⑤  避難所開設訓練（導入）  

本校では、今年度の７月に体   

育館に空調設備が完備され、災  

害時の避難所としての役割も担  

うこととなった。そこで、地域    

の力となるために、ＰＴＡ委員・ 

生徒・教員・地域が一緒に防災  

について学ぶ「避難所開設訓   

練」を開催することとした。   

当日は５０名以上の参加者が   

集まり、防災設備の設置を体験することができた。  

 

４  おわりに  

  今回の実践を通して、充実したＰＴ   

Ａ活動を進めるためには、誰もが無理  

なく、負担なくかかわることができる  

組織づくりが大切であると改めて実感  

することができた。  

令和７年度ＰＴＡ委員へのアンケー   

トでは「ＰＴＡ活動に負担を感じます  

か」の項目に対し、「とても感じている」 

「やや感じている」の回答は０％であ  

り、「経験してどうでしたか」の項目に  

は 100％が肯定的な回答であった。組織  

のスリム化や活動内容の見直しを進め  

たことで、「無理なくできる・皆で支え  

合う」の合言葉が浸透したと感じてい  

る。  

引き続き、時代の変化と学校のニー  

ズに柔軟に対応し、誰もが、無理なく参  

加できる持続可能なＰＴＡ活動を展開  

することで、子どもたちの成長を支え   

ていきたい。  

【避難所開設訓練の様子】 

【令和７年度ＰＴＡ委員ア

ンケート回答より】  

とても感じている

0% やや感じて

いる

0%

あまり感じ

ていない

33%

まったく感じ

ていない

67%

ＰＴＡ活動に負担を感じていますか

とても良

かった

78%

まあ良かった

22%

あまり良く

なかった

0%

まったく良くなかった

0%

ＰＴＡ委員を経験してどうでしたか


